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I N T R O D U C T I O N

　2016〜2018年度の前中期経営計画「イノベイティ
ブNarita2018」では、世界最高水準の空港を目指して、
空港の競争力強化のため、更なる飛躍に向けた準備を
着実に進めるとともに、東京2020オリンピック・パラ
リンピック競技大会を安全かつ円滑に迎えるための準
備を徹底する期間と位置付け、5つの戦略方針を掲げ、
着実かつスピード感をもって取り組んできた。

前中期経営計画でも着実な成果
　その成果は航空旅客数などに表れており、2018年
度実績で4318万人（目標：4300万人）と目標を達成し
た。旺盛な訪日外国人需要に支えられながら、各種イ
ンセンティブ施策を活用して、積極的な路線誘致に取
り組んできたことなどの結果である。航空機発着回数
は、羽田国際線二次増枠に伴う想定以上の減便など

により25.7万回（同27万回）にとどまったものの、航
空旅客需要は堅調に推移したことになる。
　また、空港内免税店・物販店・飲食店売上高は、外
国人旅客による“爆買い”の沈静化もあって1432億円

（同1500億円）と目標には届かなかったものの、連結
ROAや連結営業利益等は、旺盛な訪日外国人需要に
も支えられて目標を達成した。

3つの主要テーマと6本の戦略方針
　今中期経営計画期間における主要なトピックは、東
京2020オリンピック・パラリンピック競技大会への対
応と、更なる機能強化の着実な推進である。首都圏で
は羽田空港において2020年夏ダイヤから年間3.9万回
の国際線発着枠増枠が予定されているものの、その後
は、首都圏で具体的な拡張計画を有するのは成田空港

NAAグループの新たな中期経営計画「飛躍、未来 2021」では、
2019〜2021年度の3カ年において、成田空港の機能強化を着実に進め、

2020年度以降の首都圏航空需要の増加に応えていくのは成田空港であるという気概のもと、
成田空港が目指す空港像と、それに向けた3年間の取り組みをまとめた。

2019〜2021年度 NAAグループ中期経営計画

飛躍、未来 2021

中期経営計画の構成要素

中期経営計画は、3つの主要テーマの下、6本の戦略方針で構成

【主要テーマ】 安全最優先

激化する空港間競争への挑戦 徹底したお客様第一主義

6. 持続的な成長に向けた
　空港競争力の強化

デジタル・イノベーション

5. 旅客ニーズの変化に迅速に対応した
　魅力ある商環境の創出

2. 空港機能の強化と
　地域との共生・共栄

3. 空港競争力の源泉である
　航空ネットワークの徹底強化

4. 徹底したお客様第一主義に根ざした
　世界最高水準の旅客体験価値の創造

1. 世界最高水準の安全性と
　安定かつ高効率運用の徹底追求

6本の戦略方針
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だけであり、この機能強化の実現によって旺盛な首都
圏需要を取り込み、政府が掲げる観光立国推進等の
目標達成への貢献が求められている。
　こうしたことからこの3年間は、東京2020オリンピッ
ク・パラリンピック競技大会の安全かつ円滑な受け入
れと、更なる機能強化による飛躍的な成長という将来
像の実現に向け、目の前の課題をひとつひとつ着実に
クリアしていく期間と位置付け、中期経営計画のタイト
ルを「飛躍、未来 2021」とした。
　中期経営計画は、安全最優先という大前提の下、3
つの主要テーマとそれに基づく6本の戦略方針、および
2021年度までの達成を目指す戦略目標等で構成して
いる。

　成田空港は、人・モノの交流を担う交通インフラと
して世界最高水準の安全性と安定運用を徹底追求す
るとともに、想定を超える自然災害への対応を強化す
る。さらに、世界最高水準の安全性を大前提としつつ、
既存施設を最大限に活用して、安定かつ効率的な運用
を目指す。

安全性と安定運用の徹底追求
　「安全の徹底追求」は全てに優先するものであり、
NAAグループとしての使命である。特に東京2020オリ
ンピック・パラリンピック競技大会では、保安検査場
への先進的検査機器の導入などによるテロ対策強化
の徹底や、IoTを活用したセキュリティ強化を図る。さ
らに、想定を超える自然災害（激甚災害）への対応も

強化していく。空港内事業者と連携して、24時間以内
の空港運用再開を目指す体制を構築する。また、激甚
災害発生時の空港運用継続72時間化を目標に具体策
を検討する。

取扱能力の向上と高効率運用
　取扱能力の向上および高効率運用では、第3ターミ
ナルの増改築による機能拡張や既存施設の最大活用、
取扱能力の向上等を通じた高効率運用を進める。ま
た、滑走路の時間値72回の実現（高速離脱誘導路の
整備）やスポットの整備により取扱能力を高めるとと
もに、ファストトラベルの推進等による旅客取扱能力
の向上を図る。

　テーマの1つ目は、訪日外国人旅客の増加により、
お客様の国籍、ニーズが多様化する中、これまで以上
に、きめ細やかかつニーズに応じたサービスの提供が
求められることから、「徹底したお客様第一主義」とし
た。2つ目は、空港間競争が一段と厳しさを増す中で、
競争力強化と航空需要増加への対応として、更なる機
能強化の着実な推進が求められていることから「激
化する空港間競争への挑戦」とした。3つ目は、アジ
ア主要空港との間でサービス競争が激化する中、成田
空港でもデジタル化など最先端技術の活用によりイノ
ベーションを推進して、効率化や新たな付加価値の提
供が急務であることから、「デジタル・イノベーション」
とした。

世界最高水準の安全性と
安定かつ高効率運用の徹底追求［戦略方針］ 1

戦略目標（2021年度）

空港の安全・安心を堅持
～空港運用のトリプルゼロを追求～

空港運用・施設起因の航空機事故発生件数：ゼロ

施設障害による運用への重大な影響発生件数：ゼロ

セキュリティ対策不備による運用への重大な影響発生件数：ゼロ

航空安全プログラム（SSP）目標の達成

制限区域内における事故発生件数（発着回数1万回あたり）：3.12件以下

滑走路、誘導路、エプロンについて、ノータムの発出が必要となる障害
の年間発生件数：1件以下

航空灯火電気施設における施設停止ノータム年間発生件数：2件以下

航空保安無線施設等の施設停止ノータム年間発生件数：0件

激甚災害対応 自助努力による空港運用（ライフライン等）の継続：72時間
空港運用（航空機離発着等）再開：24時間以内


